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1 はじめに 

林木育種センターでは、平成 23～27年度の中期計画

に基づいて,スギならびにヒノキの第二世代精英樹候

補木を選抜している。これまでにスギについては、遺

伝試験林及び育種集団林の計 18 箇所から 444個体の

第二世代精英樹候補木（以下候補木）を選抜してきた

3)、4)、7)。またヒノキについては、一般次代検定林の計

5 箇所から 142 個体の候補木を選抜してきた 4)、5)、6)、

8)。本報告では、平成 27 年度に行ったスギおよびヒノ

キの候補木選抜について報告する。

2 材料と方法 

（１） 選抜の概要

選抜対象検定林は、スギは北関東育種区に設定され

た関前 78 号育種集団林、ヒノキは中部山岳育種区に

設定された関長 40号遺伝試験林である（表 1）。まず、

選抜対象検定林において過去に得られた定期調査デー

タを用いて材積と曲がりを考慮した机上選抜を行った。

次に、机上選抜された個体について剛性を間接的に測

定し、相対的に剛性が高いと見込まれる個体を候補木

として選抜した。 

表 1 選抜対象検定林の概要 

（２）机上選抜

机上選抜に用いたデータの調査年次は、関前 78号に

ついては 15 年次、関長 40 号については 20 年次とし

た。具体的には、各検定林の樹高および胸高直径につ

いて、以下の最良線形不偏予測（BLUP）モデルで個体

の育種価を求めた。 

y = Xb + Z1a + Z2f + e 

ここで yは樹高、胸高直径の観測値のベクトル、bは

固定効果（反復）のベクトル、a と f は変量効果（そ

れぞれ相加効果と非相加効果）、eは残差である。Xお

よび Z1、Z2は、固定効果および変量効果に関するデザ

イン行列である。このモデルでの解析には ASReml 3.0

（ソフトウェア ASReml 3.02)(VNI international社)

を用いた。得られた各個体の胸高直径と樹高の育種価

を用いて森林総合研究所の幹材積計算プログラム 5)に

より幹材積評価値を算出した。各家系ごとに、幹材積

評価値が大きく、かつ、曲がり評価値が 5段階の指数

評価で 3以上、加えて、その他欠点の記録がない個体

を机上選抜木として現地調査の対象とした。 

（３）現地選抜

上記の方法による机上選抜木について、剛性の間接

評価として、TreeSonic（FAKOPP社）により応力波伝

搬速度（以下、音速）を測定1)すると同時に、曲がり

評価値の確認ならびに病虫獣害等の欠点の評価もれが

ないことの確認を行った。音速は、胸高を含む部位に

おいてセンサー間距離1mで測定した。測定時の林齢は

関前78号が15年生、関長40号が27年生であった。音速

が検定林ごとの偏差値で平均値−0.5×標準偏差（5段

階評価の指数3）以上の個体を選定した。 

検定

林名
樹種 所在地

設定
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植栽

検定木
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（うち

人工交配）

関前
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362ほ1小班）

2001年
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ヒノキ

長野県木曽郡南

木曽町

（北蘭国有林

591る、は、と

林小班）

1989年

4月
745 22（22）
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表2 選抜された第二世代精英樹候補木 3 結果と考察 

 机上選抜における解析対象個体数、樹高平均値±

SD、および胸高直径平均値±SDは、関前78号で1241個

体、11.6±2.9mおよび13.4±3.8㎝、関長40号で640個

体、9.2±1.4mおよび11.6±2.1㎝であった。各検定林

の机上個体数は、関前78号で118、および、関長40号

で120となり、生存個体数に対する選抜強度はそれぞ

れ9.5%および18.8%であった。現地において測定対象

となった個体数と音速平均値±SDは関前78号が118個

体で3103.5±284.5m/s、関長40号が120個体で3876.2

±233.7m/sとなった。これらの調査ならびに解析結果

により、関前78号から20個体、関長40号から19個体の

候補木を選抜した（表2）。これら候補木群で樹高平

均値±SD、胸高直径平均値±SDおよび音速平均値±SD

を算出すると、関前78号で14.5±2.0m、17.2±2.0㎝

および3172.8±123.1m/s、関長40号で10.8±1.4m、

14.9±2.0㎝および3936.3±117.0 m/sとなり、次世代

化による遺伝的改良に向けて有効な選抜になったと考

えられた。 

選抜した各個体から、それぞれ20 本以上採穂し、

スギについてはさし木、ヒノキはつぎ木増殖を行っ

た。今後、これらクローンの雄花着花性評価を行い、

エリートツリーの選抜集団及び第三世代作出のための

親集団としての利用を予定している。 
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系統名* 樹高

(m)

胸高

直径

（㎝）

幹

曲り

根元

曲り

音速

（m/s）
pyl**

(mm)

スギ林育2-445 14.0 17.9 4 3 3134.8 20

スギ林育2-446 14.7 21.9 4 4 3262.6 23

スギ林育2-447 13.3 16.7 4 4 2976.2 18

スギ林育2-448 14.0 20.1 4 4 2985.1 22

スギ林育2-449 14.9 17.6 4 4 2971.8 18

スギ林育2-450 12.3 18.4 5 5 3179.7 23

スギ林育2-451 10.8 12.9 5 4 3231.0 19

スギ林育2-452 11.1 16.5 5 4 3367.0 23

スギ林育2-453 11.5 14.3 5 5 3252.0 20

スギ林育2-454 14.8 16.4 4 3 3169.6 22

スギ林育2-455 15.2 18.1 4 3 3179.7 18

スギ林育2-456 16.4 17.4 4 3 3096.0 20

スギ林育2-457 16.3 18.3 4 4 3149.6 21

スギ林育2-458 15.1 15.1 4 5 3148.0 13

スギ林育2-459 15.5 18.6 4 4 3033.4 23

スギ林育2-460 15.7 16.8 4 4 3340.8 20

スギ林育2-461 13.9 16.4 4 3 3252.0 17

スギ林育2-462 17.4 18.0 4 5 3407.2 20

スギ林育2-463 14.8 17.9 4 3 3169.6 16

スギ林育2-464 18.1 14.8 5 4 3149.6 23

ヒノキ林育2-143 12.8 16.9 4 4 3759.4 -

ヒノキ林育2-144 12.3 18.8 5 4 4024.1 -

ヒノキ林育2-145 12.7 16.6 5 4 4000.0 -

ヒノキ林育2-146 12.0 17.8 5 4 4098.4 -

ヒノキ林育2-147 10.0 13.8 5 5 4056.8 -

ヒノキ林育2-148 12.4 15.9 4 3 3891.1 -

ヒノキ林育2-149 10.7 13.8 5 4 3773.6 -

ヒノキ林育2-150 10.5 14.3 4 4 3913.9 -

ヒノキ林育2-151 9.6 12.5 4 4 3937.0 -

ヒノキ林育2-152 10.8 13.7 5 4 3780.7 -

ヒノキ林育2-153 10.4 13.3 5 3 3773.6 -

ヒノキ林育2-154 9.0 13.0 4 4 3937.0 -

ヒノキ林育2-155 12.0 16.8 5 5 3853.6 -

ヒノキ林育2-156 11.9 17.5 5 4 4024.1 -

ヒノキ林育2-157 10.4 14.9 4 5 3868.5 -

ヒノキ林育2-158 8.2 13.5 4 4 3883.5 -

ヒノキ林育2-159 9.0 12.3 5 5 4048.6 -

ヒノキ林育2-160 9.8 13.2 5 3 4024.1 -

ヒノキ林育2-161 10.0 14.6 5 4 4140.8 -

*選抜検定林はスギが関前78号、ヒノキが関長40号。

**pylはピロディン陥入量。選抜の基準には使用していないが、資料として記載する。
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